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シェアリングネイチャー協会保険に関する変更事項資料	
 

	
 

‹20170224ver›	
 
 

 
 
	
 いつもシェアリングネイチャーの普及にご協力いただきありがとうございます。心より

感謝申し上げます。 
	
 さて、この度、契約している保険の内容を見直すことといたしました。現在契約してい

る保険の内容は約 25年前に設計したものですが、これまでの事故事例や判例を踏まえた内
容に変更し、さらに今後のシェアリングネイチャー運動がより広く展開され、より広い活

動をカバーするための一環となります。 
	
 この変更にともない一部保険の条件について変更が生じることとなりますのでお知らせ

します。 
	
 また、あわせまして、体験カード・シールの運用ルールについても整理しました。 
	
 以下変更点等をまとめましたので、ご確認ください。 
	
 どうぞよろしくお願いいたします。 
	
  
	
 

	
 

【重要事項の要点】	
 

 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 ①新しい保険に変わるのは、2017 年度（2017 年 4 月 1日）からです。	
 

	
 

	
 ②新しい保険は、指導者保険と行事保険をまとめたものとなります。	
 

	
 

	
 ③行事の終了後に報告書の提出が必要となります。	
 

	
 

	
 ④条件を満たす指導者個人の主催行事も保険対象となります。	
 

	
 

	
 ⑤【体験カード＆体験シール】の運用ルールが整理されました。 
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重要事項１	
 
	
 新しい保険に切り替わるのは、2017 年度（2017 年 4 月 1 日）からです。	
 

 
重要事項２ 
	
 新しい保険は、指導者保険と行事保険をまとめたものとなります。	
 

	
 

●現在の保険の内容	
 

 かけられている対象 傷害保険 賠償責任保険 
指

導

者

保

険 

ネイチャーゲーム指導員 

死亡	
 	
 	
 500万円 
後遺障害	
 15~500万円 
入院 1日	
 3000円 
通院 1日	
 2000円 

身体賠償	
 	
 最高 1名	
 1億円 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １事故 2億円 
財物賠償	
 	
 最高 1事故 1千万円 
受託品賠償	
 最高 1事故 1千万円 

行

事 
保

険 

日本協会主催行事の参加者 死亡	
 	
 	
 500万円 
後遺障害	
 15~500万円 
入院 1日	
 3000円 
通院 1日	
 2000円 

 

体験シールが配布されている SN組
織主催行事の参加者 

日本シェアリングネイチャー協会 
 身体賠償	
 	
 最高 1名	
 1億円 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １事故 5億円 
財物賠償	
 	
 最高 1事故 1千万円 
受託品賠償	
 最高 1事故 1千万円 

●新しい保険の内容	
 

 かけられている対象 傷害保険 賠償責任保険 

指

導

者

保

険

と

行

事

保

険

を

ま

と

め

た

も

の 
 

日本協会主催行事の参加者と指導

者（含運営スタッフ） 

死亡	
 	
 	
 500万円 
後遺障害	
 20~500万円 
入院 1日	
 4000円 
通院 1日	
 2000円 

 
※組織や指導員の行う行事は、日

本協会の認可行事であるという

位置づけで、賠償責任は組織や指

導員ではなく日本協会が負うと

いう、一般的に通っているスタン

ダードな考え方によります。 

以下の条件を満たす 
SN組織主催行事の参加者と指導者
（含運営スタッフ） 
・（認定できる活動の範囲である） 
・（体験シールが配布されている） 
・（報告書の提出がある） 
 
以下の条件を満たす 
NG指導員主催行事の参加者と指導
者（含運営スタッフ） 
・（事前申請がされている） 
・（認定できる活動の範囲である） 
・（体験シールが配布されている） 
・（報告書の提出がある） 

日本シェアリングネイチャー協会 

 施設賠償は 1事故限度額・生産物
賠償は 1年間の限度額です。 
身体賠償	
  最高 1名	
 2億円 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  １事故 10億円 
財物賠償	
  最高 1事故 1千万円 
＊免責１千円 

	
 ※保険の契約内容については保険会社との相談の上、今後調整する可能性があります。	
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2-1	
 

	
 保険の対象となるプログラム（認定できる活動の範囲）は、一般的な活動の目安として

（自然観察、ハイキング、クラフト、川原あそび、森林浴、野外料理）程度のものです。

専用の道具を使うような山岳登はんやツリークライミング、ラフティングなど危険度の高

い活動は対象外となります。	
 

	
 

2-2	
 

	
 傷害保険について、今までは指導者個人にかけていましたが、新しい保険では、日本協

会の認めた行事（日本協会、SN 組織、NG 指導員が主催する行事）の参加者と指導者（含運

営スタッフ）にかけることになります。	
 

	
 よって、他団体から依頼され、他団体主催の行事で指導する場合は、必ず主催団体に指

導者に対して保険がかかっているかを確認した上で、その依頼を受けるかどうかの判断を

してください。	
 

	
 また、指導員個人が主催する行事においては、主催者欄に指導員名が記載されているこ

とを前提とします。	
 

	
 

2-3	
 

	
 日本協会、地域組織、ネイチャーゲーム指導員が主催するネイチャーゲームの実践、指

導にかかわる行事のために行う下見については、下見行事として、保険の対象とします。

本番行事と同様に報告書の提出が必要です。	
 

	
 打合せや会議は保険対象外となります。	
 	
 
	
 

2-4	
 

	
 指導員ハンドブックに記載されている保険の説明内容が一部変更となりますので、次回

の印刷時に内容を改訂します。現印刷済みハンドブックがなくなるまでは、別紙差し替え

説明資料を配布する対応とします。	
 

	
 

	
 

※参加要項等への保険料の記載について	
 

	
 参加要項に記載する参加費の内訳の中に、「保険料」と記載しているものをよくみかけま

す。最近の考え方としては、「保険への加入は参加者本人の意思」によるものであり、参加

費に保険料が含まれている旨記載すると、参加者本人が別途かけている保険でまかなうの

で、その分を差し引いてほしいというような主張をされる方もいらっしゃるそうです。	
 

	
 よって、参加要項等の参加費内訳の中に「保険料」は記載しないでください。	
 

	
 もちろん参加者には保険をかけるのですが、これは運営上必要な費用［運営費に含まれ

るもの］として整理してください。	
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重要事項３	
 
	
 行事終了後に報告書の提出が必要となります。	
 

	
 

	
 ・行事開始日の翌月 15 日までに日本協会に報告書を提出してください。	
 

	
 

	
 ・報告書フォーム（2017 年 4 月 1 日より使用できます）	
 

	
 	
 【http://www.naturegame.or.jp/for_member/info/003341.html】	
 
	
 

	
 	
 ○行事	
 報告書イメージ	
 

	
 	
 

	
 開催都道府県名	
 ：東京都	
 

	
 組織名	
 	
 	
 	
 	
 ：下町シェアリングネイチャーの会	
 

	
 報告者氏名	
 	
 	
 ：高城杏果	
 

	
 行事名	
 	
 	
 	
 	
 ：春の自然とふれあう教室	
 

	
 開催日	
 	
 	
 	
 	
 ：2017 年 3 月 15 日	
 

	
 開催会場	
 	
 	
 	
 ：上野公園	
 

	
 参加者数	
 	
 	
 	
 ：16	
 

	
 指導者/運営者数	
 ：4	
 

	
 体験シール配布数：32	
 

	
 プログラム内容	
 ：ネイチャーゲームと野草の押し花つくり	
 

	
 	
 

	
 ※宿泊行事の場合は別途参加者/スタッフ名簿を添付	
 

	
 

	
 
	
 	
 	
 ※宿泊行事の場合は、報告書に加えて、以下のような名簿の提出が必要です。	
 

	
 	
 	
 	
 名簿のスタイルは問いません。	
 

	
 	
 	
 	
 名前、性別、人数がわかるものをメール、FAX、郵送等で提出してください。	
 
	
 

	
 	
 	
 名簿例）	
 

参加者	
 

1	
 鈴木花子	
 女	
 5	
 田代かずえ	
 女	
 

2	
 山田太郎	
 男	
 6	
 幸山	
 孝	
 	
 男	
 

3	
 金山二郎	
 男	
 7	
 宮川裕子	
 	
 女	
 

4	
 武田優香	
 女	
 8	
 森江歌穂	
 	
 女	
 

指導者（含運営スタッフ）	
 

1	
 柴田公子	
 女	
 3	
 三好貴士	
 	
 男	
 

2	
 片桐翼	
 	
 男	
 4	
 星奈順一	
 	
 男	
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重要事項４	
 
	
 以下の条件を満たす指導者個人の主催行事も保険対象となります。	
 

	
 	
 

	
 ・主催者名に指導者個人名が記載されている	
 

	
 	
 例）●●公園を愛する会（山田花子主催）	
 

	
 ・プログラム内容が日本協会の認定を受けられる範囲である	
 

	
 ・事前申請書が提出され、日本協会からの承認が確認されている	
 

	
 ・体験シールが配布されている	
 

	
 ・報告書の提出がある	
 

	
 

	
 ※申請書の提出は行事開催の 1ヶ月前までに提出してください。	
 

	
 ※SN 組織が主催する行事に関しては今までどおり、事前申請書は必要ありません。	
 

	
 
	
 ・申請書フォーム（2017 年 4 月 1 日より使用できます）	
 	
 

	
 	
 【http://www.naturegame.or.jp/for_member/info/003341.html】	
 
	
 

	
 	
 	
 ○保険適用行事（指導者個人主催）申請書イメージ	
 

	
 

	
 申請者	
 	
 	
 	
 ：佐々木詩織	
 

	
 会員番号	
 	
 	
 ：0000	
 

	
 連絡先	
 	
 	
 	
 ：000-0000-0000	
 

	
 申請者住所	
 	
 ：東京都台東区上野 0-0-0	
 

	
 メールアドレス：123@000.com	
 

	
 行事名	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ：春の自然を楽しむ	
 

	
 開催日	
 	
 	
 	
 ：2016 年 5 月 5 日（日）	
 

	
 会場	
 	
 	
 	
 	
 ：△△緑地	
 

	
 対象者	
 	
 	
 	
 ：友人の親子	
 

	
 予定人数	
 	
 	
 ：8	
 

	
 指導者・運営者：佐々木詩織、有安夏菜子	
 

	
 フィールド下見：下見実施し危険箇所等の確認済み	
 

	
 最寄りの病院	
 ：◯◯病院	
 

	
 救急用品の携帯：携帯する	
 

	
 予定プログラム：カモフラージュ、サウンドマップ	
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重要事項５	
 
	
 【体験カード＆体験シール】の運用について整理しました	
 

 
【体験カード＆体験シール】のシステムとは？	
 

	
 【体験カード＆体験シール】のシステムは、ネイチャーゲーム組織が主催する行事参加

者への傷害保険加入を、簡易なスタイル（組織があらかじめ購入したシールを当日参加者

に配布していただくこと）で、できるようにしたものです。	
 

	
 また、体験カードに 18 枚のシールを貼って日本協会に送るとプレゼントがもらえるとい

う、イベントへのリピート参加へのきっかけとなるサービスも付加されています。	
 

 
このサービスを利用できるのは？	
 

	
 ・都道府県シェアリングネイチャー協会	
 

	
 ・地域実践団体（地域 NG の会、地域 SN の会、課程認定校 NG 研究会）	
 

	
 ・ネイチャーゲーム指導員（新しく追加になりました）	
 

 
シールはどういう基準で何枚配ればいいの？	
 

	
 保険対象行事とするための条件として、今までは実践したネイチャーゲーム 1 アクティ

ビティにつき 1 枚のシールを配布するという原則ルールがありましたが、基準としては曖

昧だったため、これを見直し、2017 年度より「1日のイベントで最低 2枚以上を配布する」

ということに修正します。2 枚以上であれば、今までどおり実施アクティビティの数に応

じて配布していただいても問題ありません。	
 

	
 

	
 1 人の参加者に配布する最低配布シール数は、日帰りイベントで 2枚、1泊 2日イベント

で 4枚、2泊 3日イベントで 6枚となります。	
 

 
シールを配布する対象は？	
 

	
 原則的な考え方は、ネイチャーゲーム指導員以外で行事に関わった人に配布します。	
 

	
 例えば、行事の参加者、外部の講師、非 NG 指導員の運営スタッフなどです。	
 

	
 ただし、行事参加者の中に NG 指導員が含まれている場合があります。参加者の中の誰が

指導員なのかを特定できない場合や、仮に特定できたとしても、その方だけにシールを配

布しないというのも違和感が生じますので、一般の参加者と同じようにシールを配布して

いただいても問題はありません。	
 

	
 ※体験シールを配布しなくてもよい行事があります。以下を参考にしてください。	
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保険適用行事とする場合の体験シール配布例	
 

（○=配布	
 ×=配布しなくていい	
 △=配布しても、しなくいてもいい）	
 

「都道府県協会」や「地域の会」	
 

「NG 指導員」が主催する行事	
 

（日本協会から受託した行事も含む）	
 

行事運営側	
 参加者側	
 

NG 指導員

スタッフ	
 

非指導員	
 

スタッフ	
 
外部講師	
 NG 指導員	
 

非指導員

一般の方	
 

ネイチャーゲームリーダー養成講座	
 ×	
 ×	
 -	
 ×	
 ×	
 

下見行事（行事のための下見）	
 ×	
 ○	
 △	
 -	
 -	
 

各種ネイチャーゲーム行事	
 ×	
 ○	
 △	
 △	
 ○	
 

自主企画セミナー（単位発行行事）	
 ×	
 ○	
 △	
 △	
 ※○	
 

フォローアップセミナー	
 ×	
 ○	
 △	
 ×	
 ※○	
 

インストラクター研修会やトレーナー

研修会など	
 
×	
 ○	
 △	
 -	
 -	
 

ネイチャーゲーム入門講座	
 ×	
 ○	
 -	
 △	
 ○	
 

自主的な研修会	
 ×	
 ○	
 △	
 △	
 ○	
 

	
 	
 ※子どもや付き添いの方などをイメージ	
 

	
 

他団体から受託した行事（他団体の主催行事）でも使えるの？	
 

	
 日本協会がかけている保険も、NG 組織や NG 指導者が主催する行事が対象となるように

しているように、保険の原則的な考え方として、保険は主催者団体がかけるものです。	
 

	
 よって、他団体主催の行事まではこの保険ではカバーできません。	
 

	
 ただし、フェアなどの大きなイベントで、NG 組織や NG 指導者がその行事や企画に参画

し主催共催に名前が上がっているような場合、そのイベントの中のネイチャーゲームコー

ナーのみ保険対象の行事とみなすことができる場合もございますので、検討される場合は、

時間の余裕をもって予めご相談ください。	
 

	
 保険対象の行事となった場合はシールの配布ができます。	
 

	
 ※保険の対象とはならなくても、NG ブースを訪れた方たちへのサービスの一環としての

配布はできます。	
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どのように使えばいいの？	
 

	
 参加者に体験カードを配布してください。	
 

	
 ※既に持っている参加者が想定される時は、持ち物に体験カードと告知してください	
 

	
 

	
 1 日（半日でも終日でも）のイベントでは、実施アクティビティの数に関わらず、参加

者一人に対して、最低 2枚以上のシールを配布してください。	
 

	
 ※1泊 2日のイベントでは最低 4枚以上、2泊 3日のイベントでは最低 6枚以上です。	
 

	
 参加者は配布された体験カードに体験シールを貼って持ち帰ります。	
 

	
 何度かのイベント参加により、体験カードがシールでいっぱい（18 枚）になったら、日

本協会に郵送します。日本協会より新しい体験カードとプレゼントをお送りします。	
 

	
 

カード＆シールの仕様	
 

・シールには体験したネイチャーゲームナンバーを、カードには日付を書き込めるスペー	
 

	
 スがあります。必要に応じて活用ください	
 

・自然を楽しむための 3つの方法が記載されていますので、活動前にみんなで確認するな	
 

	
 ど活用ください。	
 

・カードはスタートからゴールに向かってシールを貼っていくようになっています。	
 

	
 イラストの中に「かくれ♥」が 10 個あります。探してみてくださいね。	
 

	
 

体験カード＆体験シールの購入	
 

	
 体験カード申込書（様式 055）に必要事項（所属、申込者名、会員番号、商品名、購入

数、無料体験カードの有無、その他）をご記入の上、FAX、メールにてネイチャーゲームク

ラブまで注文ください。	
 

	
 FAX：03-5363-6062	
 	
 	
 	
 メール：club@naturegame.or.jp	
 

	
 	
 

※体験シールを 100 枚単位でご購入いただけるようにします。（2017 年 4 月 1 日より）	
 

商品名	
 金額（税込み）	
 	
 

New【体験シール 100 枚】	
 2,058 円	
 12 枚の体験カードを無料で付けられます。	
 

体験シール 400 枚	
 8,229 円	
 50 枚の体験カードを無料で付けられます。	
 

体験シール 800 枚	
 16,457 円	
 100 枚の体験カードを無料で付けられます。	
 

体験カード 50 枚	
 1,132 円	
 	
 

	
 

※旧デザインの体験カード、体験シールが残っている場合も、そのままお使いになれます。	
 


